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わたくしたちは、和Ui捜川と手緩滋!とかこまれ自然c歴史iこは
ぐくまれた主主孫子の市民です。
わたくしたちは、E!3霊童書室潔文化都市唱をめざす市渓なして

りをもち、際限への嘉義いなとめて、ここに子宮主主憲章章者ま交官占t
水と緑とえのにおいがいっぱいの佼みよいあびこ!こし
心と体をぎたえ 笠き笠をと{おき f申びゆくあびこにし
理護人を大紛iこし 子どもの喜容を鋒て 議せなあぴごにし
ふるさとを霊堂レ 文犯を罪悪め 霊童かなあぴごにします
みん主主で3舌レおい をままりそ"3'り 明るいあびこiこします
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年度下半期2 平成

司ID習志混窪会寝
(表 1) 

(単位万円}

一般会計決算見込み

野Z範 l塑主

会
討
(
間
引
同
時
抗
)

-ー一…-A..一
の
の
財
政
状
読
を
公
器
し
ま
す
。
市
の
鶴
一
伐
の
財
政
事
機

ガ
ど
の
よ
う
芯
状
況
記
あ
り
、
一
的
浅
の
み
な
さ
ん
の
納
め
恕

市
税
を
は
じ
め
、
大
mwお
税
金
ガ
ど
の
よ
う
な
閥
的
で
便
わ

れ
て
い
る
の
か
モ
盟
解
し
て
い
だ
だ
く
恕
め
、
平
成

2
年
度

の
決
算
見
込
み
を
中
山
記
、
市
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し

け
汁
財
政
課
日

Eニ二二議

《自

昨
年
4
月
比
2
2
8
億
円
で
ス

タ
ー
ト
し
た
平
成
2
年
続
予
試
は
、

部
皮
途
中
に

3
闘
の
樹
立
を
一
行
い
、

最
終
予
算
と
し
て
2
4
1
億
9
7

5
0万
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
最
終
一
十
件
付
殺
に
対
し
、
収

入
而
で
は
、
市
税
が
佼
然
問
中
綿
で

m・2
一
「
い
の
伸
び
を
一
ホ
し
、
収
入
全

体
で
は
、
前
年
続
比
8
・
ー
か
れ
増
の

2
4
7
協
4
6
3
1
万
円
と
な
る

見
込
み
で
す
。
(
策
1
移
照
〉

こ
う
し
た
収
入
の
綴
謂
な
伸
び

を
長
け
て
、
支
出
国
で
は
築
工
次

総
本
計
画
に
基
づ
い
た
各
織
の
地

策
を
実
施
し
、
快
趨
な
都
市
環
境
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母2

づ
く
り
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
め
光
英

を
め
ざ
し
た
続
減
臨
分
を
行
い
ま

乏
な
卒
業
と
し
て
は
、
刊
紙
一
円
近

隣
セ
ン
タ
ー
織
政
事
業
、
市
民
の

擬
撚
櫛
認
可
灘
、
つ
く
し
野
川
上
流

部
臨
地
盤
犠
卒
業
、
我
鶴
子
駅
南

口
都
市
政
法
都
議
、
中
学
校
コ
ン

ビ

ナ
1
0
/
!
導
入
卒
業
の
ほ
か
、

市
営
住
宅

我
話
予
・
中

(
低
称
)
抑
制
北
地
誌
公
民
館
建
設

63.5 

12.2 

0.0 
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19. 7 
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計

グ〉

(単位:万丹〉

2. 3 

出
総

浸
比
6
・
0
が
れ
増
の

2
2
9器
9

9
3
7
万
円
に
な
る
見
込
み
で
す
。

市

民

負

担

の

状

況

市
が
各
締
一
の
事
業
を
行
っ
た

り
、
ま
た
市
民
サ

i
ピ
ス
そ
謀
総

し
て
い
く
た
め
に
は
、
多
く
の
設

用
(
行
絞
殺
伐
〉
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
資
用
は
、
皆
さ
ん
に

負
担
し
て
い
た
だ
く
市
税
(
地
方

税
負
組
側
)
の
ほ
か
、
国
・
燥
の
補

助
金
や
市
の
借
入
れ
金
で
あ
る
地

方
位
な
ど
で
陥
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
災
湘
一
状
況
に
つ
い
て
、

平
成
3
年
4
月
工
日
〈
人
口
比
万

8
5
2
入
、
秒
一
瞥
3
万
8
8
8
5

怯
mm)

税
在
で
算
出
す
る
と
次
め

よ
う
に
な
り
ま
す
。

語
市
民
一
人
当
た
り
:
・
地
方
税
負

強
制
竹
山
方
6
6
0
0円
、
符
絞
殺

費
四
万
3
1
0丹

語
一
世
帯
当
た
り
・
:
地
方
税
負
強

制
持
万
4
6
0
0
丹
、
行
政
経
費

印
万
1
4

対前年度
増ご滅ぶ義務込:
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終
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締
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gョ
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特
別
会
計
は
、
市
が
特
定
の
事

を
行
う
場
合
に
、
一
般
の
綴
入
・

議
出
と
は
別
に
会
計
す
る
必
婆
が

あ
る
と
き
に
設
け
ら
れ
ま
す
。

円

(:t ili~⑮ 

21:窓1543万円

カッコ内は
議終予算額

手賀清浄化事業 j関
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逗主警棒特]jlj会計決算見込み
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百3

照
)
が
設
け
ら
れ
、
一
般
会
計
と
は

経
理
を
続
分
し
て
特
定
め
事
撲
を

一
行
っ
て
い
ま
す
。

公共下水道事幾
(28億 579万円)

可及

溜

-5.0 

収
識
的
収
支
は
水
の
倹
総
務
識

を
主
体
と
し
た
経
営
拍
動
め
絞
支

で
す
。
何
千
人
は
前
年
度
料
金
の
経
滅

に
よ
り
約
担
か
れ
増
加
し
ま
し
た
。

主
な
卒
業
は
、
繰
務
量
の
拡
大

等
に
対
応
寸
る
水
道
事
業
ト

i
d
/

ル
管
理
シ
ス
テ
ム
~
め
開
発
事
業
が

あ
り
ま
す
。
収
支
に
つ
い
て
は
、

7

5
6万
持
の
沼
市
字
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
消
費
説
を
除
い
た
計
算
で

は
2
6
0
0
万
円
の
赤
字
と
な
る

.
見
込
み
で
、
こ
の
蔀
字
分
に
つ
い

て
は
前
年
度
繰
鵜
利
益
剰
余
金
で

補
て
ん
し
ま
す
。
(
襲
2
参
照
)

資
本
的
絞
支
は
、
浄
水
揚
や
配

229f.意9937

イ
ベ
ン
ト

E
〈
雨
天
お
日
に
蝦
話
〉

φ 
め

今日は

つ
り
の

場

所
一
挙
索
活
公
爵
・
水
金
援
物
関

間
一
午
前
旬
時
か
ら
午
後
4
持

時問
い
合
わ
せ

鴎
工
会
恐
〈
位
〉

3
1
3
1

市

億

公
共
施
設

地
の
取
得
な
ど
の
に
、
資

金
め
器
入
れ
心
伴
い
負
鎚
し
て

い
る
長
織
の
慌
務
で
す
。

こ
こ
数
年
は
一
定
傾
向
に
あ

金

一一一
lu川
別
院
内

官
同

)

後

ム

濃

い

h
H
H日
H
日
1
j

一

川

弘

…

1
7
2摘
出

5
千
万
将

官

向

山

中

士

官

お
J

動

部

、

j
i
l
l
H
I

伯

負

2
7
3
低
8
千
万
円

方

務

i
y
i
l
i
-
-
i

地

佼

コ
リ
計
判
引

す

自
明

詣

水
管
絡
設
の
檎
設
、
改
良
卒
業
の

収
支
で
す
a

収
入
が
倍
増
し
た
の

は
緯
設
事
業
等
に
援
す
る
資
用
と

し
て

4
偲
5
0
0
0
万
円
を
企
業

僚
と
し
て
借
り
入
れ
た
た
め
で
す
α

主
な
卒
業
と
し
て
は
、
新
た
な

送
水
管
や
剛
山
水
間
肢
の
布
設
、
災
等

対
鏑
と
し
て
の
配
水
管
の
布
設
替

え
、
浄
水
揚
め
ポ
ン
プ
や
電
気
設

備
工
事
等
が
あ
り
ま
す
。
波
文
に

つ
い
て
は

5
憶
1
1
0
0
万
円
の

不
足
額
が
生
じ
る
見
込
み
で
、
こ

の
不
足
分
は
過
年
度
損
益
勤
続
留

保
資
金
で
補
て
ん
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
之
年
度
末
の
資
産 の

推

移

り
、
将
来
に
惜
金
返
績
の
負
強

会
蛾
す
こ
と
そ
将
、
え
る
と
、
事

識
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
協

丞
な
資
金
針
路
と
財
政
巡
営
が

し
v

100 

501 

合
計
は
約
工
3
0熔
6
9
0
0
万

丹
、
企
業
依
抑
制
誌
は
約
間
協
S
S

0
0
万
円
と
な
り
ま
す
。

{ぶ位万円)

，区分 ;予算現鍛|決算見込額 j 執行率

収益的収入 22億~7200 251)意1700 I 110.76% 
i渓援金守支出 27億4700 25低 900 91. 34 
差 ヲl イ慾7400 i 755 
資本的収入 71~7000 S億13∞ 105.55 
資本的支出 15億71∞I13低2400 84.27 
楚 ~I -81J玄 I -5俄1100

水道毒薬業会計決算見込み(褒 2) 

畑
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基 金

1991. 

と
金

者
一一令=

~. 説

農
業
者
年
金
と
国
民
年
金
基
金

一
重
加
入
は
で
き
ま
せ
ん

農業委員会問ロ問い合わせ

欄醐剛圃

農民;返
書~ I ~三
三;者 11
て;に i吾

つi令

て

制
度
が
あ
る
た
め
、

と
富
民
年
食
器
金
の
一
向
方
に
は
加

入
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
m
M
難
者
年

金
は
加
入
で
き
な
い
姉
人
や
お
ペ

未
満
め
感
銘
殺
な
ど
農
業
者
を
対

1¥ 

日
日
思
議
の
大
自
然
に

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
を
訪
ね
て
uu

第807器

7 月 27 日(土)~28B (日)

場所:尾;顎沼ハイキングコース

S程:

象
と
し
た
臨
民
年
金
基
金
は
、
農

業
協
同
組
合
が
取
り
扱
い
ま
す
。

一
随
民
年
金
基
金
じ
知
一

一
入
℃
き
な
j

い
農
業
者
一

mw内
刷
業
務
年
金
の
加
入
者
φ
内州

議
老
年
金
の
お
一
仲
間
知
人
資
格
者
。

な
お
、
股
業
者
年
金
に
加
入
し
て

い
な
い
方
で
も
、
日
勺
以
上
の
土

地
を
持
っ
て
〈
散
り
て
い
る
農
地

土曜立ち入り
灘量にご協力者

高
野
山
地
区

含
む
)
営
閥
附
し
て
い
る
方
は
加
入

で
急
ま
せ
ん
。

官官
5
1ベ

υ

墨
民
年
金
総
金
に
・
加
入
し
て
い

る
方
が
、
①
焼
諜
老
年
金
に
加
入

し
た
時

φ
m
M
g懇
談
以
上
の
燦
識

経
営
者
と
な
っ
た
時
は
、
自
動
的

に
国
民
年
金
裁
金
の
加
入
資
格
を

央
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
農
業
者

年
会
見
加
入
し
て
い
な
い
後
継
殺

で
も
、
級
営
控
織
を
受
け
た
時
点

で
国
民
年
金
器
金
の
資
格
を
夫
、
つ

こ
と

ιな
り
ま
す
。

市
で
は
、
間
野
山
お
番
地
先
的

土
地
を
、
土
地
提
鰐
盤
理
法
第

η

粂
出
1
頃
及
び
第
2
棋
の
規
定
に

よ
る
、
現
況
総
量
を
行
う
こ
と
に

な
り
時
仇
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
額
い
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
高
野
山
地
臨
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、
施
行
予
議
広

域
内
機
制
殺
の
皆
さ
ま
が
中
心
と

な
っ
て
検
討
・
協
機
会
重
ね
た
結

来
、
よ
り
具
体
的
な
許
殿
様
の
捷

一
ホ
を
求
め
る
戸
が
多
く
あ
が
っ
て

き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

V
期
間

6
月
げ
間
以
か
ら
9
月
お

日T 可F

務総
l い銭
1 合
1 わ下

内 1 せ回
線記参
52思照
4 "';?'密
3 ;:盤
)文理

ふ 謀
者E定3:'

国民年金保護施設のぎ

利用檎〆助券:奇交付:

5
月刊日・

5
日
の
両
日
、

宮
古
島
の
率
良
市
で
筒
か
れ
た

欝

5
題
郡
部
閥
男
ゆ
か
り
サ
ミ

ッ
ト
は
は
、
酬
明
惑
に
ゆ
か
り
の

深
い

9
阪
市
釘
村
が
集
い
、
市

か
ら
は
市
長
以
下
日
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

第 5間

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
柳
間
学
の

粉
仙
仰
を
学
ぴ
合
い
お
一
向
一
い
の
交
流

を
諜
め
る
と
い
う
も
の
で
、
開
催

中
は
首
長
会
織
や
草
市
町
村
報

告
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
が
熱
っ

ぽ
く
行
わ
れ
ま
し
た
ο

同
時
に
m
阿
倍
さ
れ
た
物
謀
議
、

フ
ェ
ア
に
は
、
市

柳
田
闘
男
ゆ
か
り
サ
ミ
ッ
ト

ひ

ら

ち

沖
縄
県
平
良
市
で
開
擢
さ
れ
る

題
民
年
金
の
被
保
険
者
と
受
給

者
が
、
国
民
年
金
保
純
輸
設
会

利
用
す
る
場
合
、
利
用
補
助
券
が

交
付
さ
れ
ま
サ
。

希
望
者
は
、
補
助
機
の
枚
数
に

判
例
践
が
ゐ
り
ま
す
の
で
、
悶
十
闘
に

お
ゆ
し
込
み
く
だ
さ
い
。
利
用
券

の
有
効
期
間
棋
は
平
成
4
年
3
丹市川

閉
ま
で
で
す
。

V
補
助
金
額

ノ々
さ
れ
る
県
民
体
育
大
会
へ
の
出

V
場
所
市
民
体
育
館

V
参
加
資
格

勤
者

V
問
い
合
わ
せ

体
育
制
桃
山
叫

V立ち入り範囲国

V
出
申
し
込
み
織
問
い
合
わ
せ

J
4
K
吋

ι内
出
国
民
年
金
の
予
峨
又
は

町
ー
の

1
キ
繋
県
社
会
部
関
誌
年

金
課
内
(
財
)
ザ
ヤ
諜
賂
国
民
年
金
…
稿

祉
協
会
宮

0
4
7
2
2
3
8

2
へ

烏砂博物館

展示案内書を明白

ミュージアムショップで好評議布中
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の博
物
館
の
ネ
ク
タ
イ
な
ど

な
出
品
し
ま
し
た
。

ま
た
、
一
行
の
う
ち
烏

め
需
物
館
関
保
畿
は
、
烏

を
過
し
て
交
誌
の
あ
る
伊

良
部
町
を
訪
れ
、
「
品
、
ジ
」
め

は
く
例
制
を
機
贈
し
ま
し
た
。

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
、
来
年

は
愛
知
県
謹
美
釘
で
際
催

怒
れ
る
予
定
で
す
。

ぬ
の
博
物
館
で
は
、

ア
ン
ケ

i
ト
め
中
で
も
嬰
認
め
多

か
っ
た
館
内
の
股
ポ
案
内
密
「
人

と
山
以
内
め
共
有
そ
め
ぢ
し
て
」
(
写

奨
〉
を
刊
行
し
ま
し
た
。

案
内
部
は
8
5
判
、
日
ぺ

i
ジ、

オ
l
ル
カ
ラ
i
o
4
T
m以
沼
の
自
然

と
お
た
ち
、
烏
め
佼
界
、
人
と
烏
の

北
ハ
一
作
の
各
展
示
コ

i
ナ
ー
の
ほ

か
、
館
内
で
は
説
明
し
き
れ
な
か

っ
た
こ
と
も
議
滋
な
写
真
と
イ
ラ

ス
ト
を
使
っ
て
わ
か
り
や
す
く
紹

介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
館

内
梁
内
だ
け
で
は
な
く
、

お
の
関
銃
と
し
て
も
利
用

で
き
る
よ
う
務
米
に
、
持

滅
さ
れ
て
い
み
お
の
紫
引

を
付
け
る
な
ど
工
夫
が
こ

博
物
館
2
懸
の
ミ
ナ
i
ジ

ア
ム
シ
g

ツ
ブ
で
一
舟
1

0
0
0
内
で
貯
評
頒
布
中

で
す
。
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練
習
は
退
4
路
、
午
後
8
時
か

ら
日
時
ま
で
。
出
場
選
手
を
含
め

ロ
名
の
間
民
が
全
員
参
加
す
る
を

6
月
下
匂
か
ら
始
ま
っ
た
織
法
綴

潔
マ
の
指
導
が
、
大
会
ま
で
続
く
。

「
練
習
で
ケ
ガ
を
さ
れ
る
の
が

一
番
心
配
で
す
ね
。
部
長
は
自
営

夏
休
み
の

思
い
出
を
つ
く
ろ
う

業
の
人
ば
か
り
℃
す
か
ら
、
仕
事

に
彬
絡
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま

ず
い
と
分
密
…
…
主
と
し
て
の
気
配
り

な
み
せ
る
。

市
内
消
防
分
限
め
数
以
目
。
そ

の
う
ち
口
分
問
が
小
型
ポ
ン
プ
を

に
あ
な
た
も
多
加
し
て
み
ま
せ
ん

カv
a積
8
月
3
8
(土
)
か
ら
4

m
u
(
尽)、

1
泊

2
a

V
場
所
初
氷
山
賊
植
谷
町
東
小
墨

キ
ャv

 

V
定

員

卯

名

V
参
加
焚

1
人
8
0
0
0汚

V
思
し
込
み
e

問
い
合
わ
せ
ハ

三
五
点
唱
の
住
所
、

電
話
番
号
、

へ※
詳
し
い
内
答
に
つ
い

B
連
絡
し
ま
す
。市内消防問機語大会で10

を自指す擁 2分団長

宇宙強ぬ民~
母白磁関関守

保
懲
セ
ン
タ
ー
で
行
う
子
宮
が

ん
検
紛
の
電
話
予
約
受
け
付
け
は

終
了
し
ま
し
た
。

て
い
な
い
方
は
、

で
ぜ
ひ

V
対
象

12月までに受診者

くらしの「

ミニ百科J

くす

千灸

成
人
病
と
き
い
て
「
私
は
大
丈

夫
。
若
い
か
ら
」
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。
体
の
中
で
は
、
成
人
病
へ
の

い
れ
ム
ブ
?
の
筋
書
が
始
ま
っ
て
い
る

か
も
、
}
れ
ま
せ
ん
。

め

生

活

を

見

直

し

て

い

か

が
で
し
ょ
う
か
。
部
臼
の
生
一
一
応
の

秘
み
毅
一
ね
が
成
人
病
と
大
き
く
か

か
わ
っ
て
匙
ぜ
ま
す
。
次
の
こ
と
は

心
掛
け
、
健
康
で
い
き
い
診
と
暮

ら
し
た
い
も
の
で
す
。

φ
1
5
m
w
品
浸
食
べ
て
い
ま
す
か

毎
日
刊
山
間
関
自
の
食
品
を
と
り
中
耕

し
ょ
、
っ
。
主
食
の
ほ
か
肉
類
、
魚
介

縮
、
大
皮
製
品
な
ど
た
ん
自
質
を

と
る
と
と
も
に
、
野
誠
、
海
器
、
苧

類
等
機
織
の
多
い
食
品
を
欠
か
さ

布

T手賀沼海化指噂える

市民講座IIJ

を

の
方

V
期
間

V
費
用

V
持
参
す
る
も
の
保
険
誌

V
問
削
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ

ー
岱
(
釘

)
1
1
3
1

戸斤

篭〈泣

)
7
1
4
5
1

(
m
U
)
1
2
2
2
 

話|

ず
、
暴
飲
暴
食
令
訓
百
九
け
遮
八
分
目

を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

ゃ
う
す
味
に
し
て
ま
す
か

何
に
で
も
し
よ
う
池
や
織
を
か

け
て
食
べ
て
い
ま
せ
ん
か
。
境
分

は
1
5
8
グ
ラ
ム
以
下
に
。
う
す

味
は
す
る
と
糖
分
も
減
っ
て
、
滋

材
の
持
ち
味
が
で
ま
ず
。

争
趨
度
な
運
動
を
し
て
い
ま
す
か

汗
を
少
し
か
く
綴
援
の
経
い
運

動
を
鋸
隠
す
す
ん
で
し
ま
し
ょ
う
。

骨
臨
股
令
十
分
と
っ
て

雌
限
は
疲
労
詔
復
、

一
平
成
一
五
年
0
0
月
か
ら
円
以
月
に
か

け

て

、

山

賠

鳥

類

印

刷

究

「
乎
賀
沼
指
先
を
品
4
4

え
み
市
即
応
諮

五
月
初
旬
の
雑
木
林
に
、
総
長

い
釣
盤
状
の

し
た
ホ
ウ
チ
ャ
ク

て
い
た
。

上
部
は
枚
分
か
れ
を
し
、

ら
繰
白
色
の
趣
の
み
る
花
を
一
一
個

;
一
一
一
億
垂
ら
し
て
い
て
蒸
し
い
。

花
は
問
問
か
ず
、
っ
ぽ
ん
だ
ま
ま

、
花
後
は
夜
径
が
プ
セ

の
丸
い
田
市
東
が

の
も
と
。
前
臼
の
い

一

段

ぐ

っ

る

と

薄

れ

た

り

、

ス

ト

レ

ス

い
た
め

慨
は
大
切
で
す
。

争
健
牒
診
断
命
令
受
け
て
い
ま
す
か

は
早
期
党

見、1
成
は
艶
康
診
断
を
受
け
涼
し
よ

う
ω

側
、
ぇ
ガ
ン

U
早
期
発
見
、
早

期

治

療

一

癒

半

は

商

い

も

の
で
す
。
(
市
民
生
活
協
〉

め
詳
演
録
が
ま
と
ま
り
、
環

枇
保
全
識
で
無
料
配
布
を
行
い

ま
す
。
長
い
問
、
ぬ
と
水
環
境
の

保
全
に
か
か
わ
っ
て
き
た
方
々

の
金
調
各
地
で
の
実
践
を
も
と

に
し
た
識
で
す
。
こ
の
本
会
通

じ
て
皆
さ
ん
と
と
も
に
手
河
川
沼

に
つ
い

本
の
無
料
記
布
と
悶

オ
の
貸
し
出
し
ち
行

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
o

v配
布
部
数

2
0
0部

V
問
い
合
わ
せ
環
境
保
全
課

府co手ャgνco
(ゆ 科)

ゑ綴
ってZZ

犬

の

狂

犬

病

予

防

措
射
は
お
済
み
で
す
か

犬
の
登
録
と
証
犬
病
予
前
一
注
射
を

行
い
ま
し
た
。
品
八
を
蹴
っ
て
い
て
、

ま
だ
畿
銀
、
予
路
詮
射
を
し
て
い

な
い
方
は
、
最
寄
り
の
動
物
病
院

で
桂
一
犬
靖
予
防
総
射
会
受
け
、
保

健
セ
ン
タ
ー
で
驚
錨
手
続
き
を
し

て
く
だ
浅
い
。
犬
の
登
録
と
杭
犬

病
予
防
詑
射
の
義
務
は
、
統
犬
病

予
防
法
で
き
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
登
締
は
は
…
十
時
間
接
種
清

るカて

'コ

どし グコ
てホか
、ウも

チ知
ヤ才工
クな

し、

句つ。
拐
さ
水
に
め
ど

玄
銀
事印

鑑
、
登
録
料

(
2

が
必
袈
と
な
り
ま
す
。

犬

の

放

し

観

し
て
い
ま
せ

捨犬

て誌

な純

絶
対
に
捨
て
な
い

犬
が
錦
、
え
な
く
な
っ

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
か
、
柏
保
餓
一
前

怨
(
訂

)
1
2
5
5
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

議
開
い
会
わ
せ
保
鍵
セ
ン
タ
ー

岱

1
1
3
1
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JJi代文学講座生l
"'8濯 6月からの毎月第3火盤

日午後 T詩句分から 3時15分

...穆所市民会館

...~容・務部 禁罪砲を読む・皐Jll雅

之氏〈中央学院大学毅授〉

易会焚月700汚

"'$し込み・題い合わせ 滋売まま

の2)2605C夜間〉

(学麓保育指導員!
炉資本各 ミ子どもの好をきな方〈戸ル

/てイトロT)

少勤務議所湖~t:，IJ¥学童保簿室

ール在似し込み・思い合わせ 銭怠

けのこクラブままく87)2474、夜;間:

坂巻宜宝く87)0037

己JDDCJ
i Jl1¥易障害児iiliJ9]相桜;
炉対象 お身C.s摩書のあるお子ぜさ

んの育館や就学など教育ょの問題

で縮んでいる万

...白時 7月初出〈火〉午際10時か

ら午後

韓併場所 繋立野尽怒護学校

b申し込み・鱈い合わせ 6月24

8C母〉さまでに電話でき雰絞毅筒霊祭まま

く85W51へ

l設済講演会l
...8符 6舟21Eヨ〈金〉午後2碍

砂務所翻工会館大研修室

炉渓鐙 妥在勤する内外経済構勢と

経営(入場無料〉

砂務自車 水谷研治氏〈策室芸銀行常

務取締役調査部長〉

決問い合わぜ 酪工会主主(82)3131

l正副協会研究発表会1
b日時 6向23日〈臼〉午前知詩か

ら午後5時法で〈入場無料〉

P湯 所 信 説 会 館 大 会 議 怒

砂問い合わ性斉藤公(87)旬44

51o斗斗
高お生活指導員!
惨殺縫精神薄覇者更生施設あら

さき飽の生活指導員

炉資格 短・大卒以上でlω理学系、

教湾さ券系、社会学系を1惨めだ方法

だは忍模卒以上で2年以上腕待薄

弱者の擦祉に闘する挙業に従事し

えさ経験ガある方

...鰯し込み‘鱈い合わせ 喝さおで

あらをさ鐙宜主(88)4188へ

第 7悶 我 孫 子 ヤ ン グ
ミミユージツヲフェスティJ¥)レ
第 7喜怒我孫子ヤンクミュージツ

クフェスティパルそ 8詩句日〈日〉

!こずお民会舘で開催しき主です。

参加待望のバンド〈市内在住、在

学、在勤)le主、パンド名、代表者名

そ寓話で連絡してくだ?さい。

惨締め切り 6，1=ヨ2'18C金〉

b遼絡先社会教湾諜怨(85)1151

i 臨擦~涜をかねだ!
料鷲講欝会委参加者;

事併記時 7珂 7日〈臼〉午邸旬詩か

う正午震で〈参加費700丹〉

砂場所中央公民館

少務富市 マクシー氏〈スリラン力

人〉

b対象 市内認定住者〈お子様連れ

はど遠慮く走ささし¥)

砂喜多重軽入賞 25名〈多裁の場合は

箔還し、 7月 28噴きまでに透郊〉

併料E室内容 ①サフランライス、

@力レー〈トソ肉〉、③ナスサラダ

が申し込み 往復ハガキ!こ住所、

性別、使畿、協話番号後明記

し、 6月208(木、法印南知〉授で

!こ我孫子新自34中央公民鰐へ

炉懸い合おせ 箆!際理解交流協

会.JII尻念く82)5/89

2奨立英徳舘各議講産生!

jSさ

長 かおりちゃん
佐平和台・ 1i義3か月)

教育委員会開催
b日時 S待羽田〈火〉午後 T

時30分

炉穆所教湾委員会会議祭

i竺い何時員会総

l潟の博甥館休館[
はく製標本を審虫から守るくん

蒸消穏を行うだめ休館しまザ

炉休鰭綴間 S司24日〈湾〉から26

巴く7Jく〉きまで

砂問い合わせ鳥の簿物欝

まま(85)2212

⑮⑧⑪⑧⑧  
。我孫子市緑化推進協力会様から

綴の基金にと30)ラ百の霊祭{せがあり

さ去し芝。

。東京電力繍相営業問機から身体

障害者怨枇センターの主主活~II練悶

!こと電磁調理器T台の寄贈ガあり

ました。

。桑久保純子被〈簿〉から灘害福祉

のだめ!ことギャッジペットごと議事憲

子の怒鯵ガありましだ。

¥i岩淡i誠様から陣容福祉のだめに

とこ5000円の努対がありましだ。

て?溜努原清治績〈自費~)から社会得

祉施設務備慈金!ことチャソティー

ゴルフ大会の収益金ち万円の警察対

ガありまし足。

。合対照之島様〈並木〉から社会議

校施設慈綴基金;ことこ火災予訪濠動

の…穏としてのマジックショーの

収益金日87汚の書留ぽガありまし芝。

泳均ぐ!J{~諸説!
L 口勝子警察審=

かわしまちょうた

川島良太くん
(栄・1t筏)

(平成3年5丹?日褒在 *世帯叡39，536世帯

|人口121，709人 男61パ08人女60，601人
ら市役所本庁 85ー刊11 r寝室主露怒館本露出…1110 湖北台

っくし野支所 84-8801 分穏87-3055 布佐分館89-1311
|ち滋お台支所 88-0828 移動邸怒箆 87-0909

湖北支所 88-2111 都市改造事務所 85ー刊行

市復支所 89-2358 身体障審議福祉センター邸伊0141
事察官ぎ章受員会部一竹51 、あ ら さき 図 88-4188
水道局 84-0111 っつじ渡部-0123
i尚 間 務 84-011号 :然活潔繍採〈浄化徳)87-2379
少年センター 84-1900 (ゴミ)87…羽句〈し尿)88-2547
保渡センター 87-什31 是布佐南近隣センター 89-3740

!若干市民会館 84-331' 矢玉台北近隣センター 82-9988
中央公民霊祭 82-0515 様戸近隣センター 83-5363

i 燃の1線物霊堂開-2212 市民センター寿83-7722 湖北

民体湾舘 87-1/155 台88-羽27 布佐89-竹93

CJ [Jo斗
雨げイ…ス誠元証
炉部将 7珂 9日から30日までの

窃選火・木曜日午前9鰐30分から

11持部分

ー帳場所 策我孫子力ントリ…クラ

ブ

砂対象 市内在住窃〈た主ざし、議岱

までの受講替は除く〉

砂募集人震 25名〈多殺の場合は

議選〉

惨参加費 2，00m:弓
炉$し込み・甥い合わせ ハガキ

!こ叙窓冬、注所、氏名、生年内臼、

電話祭器を明記し、 6持256(火-

ll.)!，¥嘩〕さ較で!こ我孫子守684毅腎釜銭

会体育祭怨(85)竹51へ

(市畏バドミントン教室 j

b白隠 5時298Cこと〉から岱週土

擦を35回c7侍20臼除、く〉午後 68考

30分から 8時30分

予援所 F自民体湾翻

炉定策 30名〈初・0級答〉究機僚

が会費 七 000丹

b持参ラケット、シューズ

...王宮し込み・問い合わせ 八万;;;:.

Iこ教室名、住所、氏名、怒話番号、

初出替か中級脅かを思議詑し、我孫

子1684毅湾委箆会保務課公(85)

1151ヘ

顧問争奪菌お1
快8符 7用 7日〈日〉午前 8持30

分受巾開始 g跨から午後5善寺を安

で対態

帳場所中宍公民館

易会質 1，500時〈昼食、鈴00代〉

砂競技方法 スイス方式とレAか

うE組|こ分け各人5痛とする

P参加潔宇各 市内在住、在童話者

炉問い合わせ佐久閤ままく82)2937、

邸中まま(88)例目、察JIlfi(82)07 40 

日露和証語教育勉強会 j

炉問時 S開討日〈会〉、 7月 3自

〈水〉こ存続10時から午後3持

惨寝所市民会盟

市議会定例会日程
平成 31'手努 2部市議会定副会

は、 6開竹臼〈火)[こ謂会されきま

しだ。 6J司16日以綴の巴程は次

のとおりです。

6月17日〈月〉から1巳OJO
nS政{こ対する一般質問。6舟208Cフ!て〉 総務食岡常正

義員会、溺済経溌常イ壬委祭会

@6馬21日〈金〉 文芸祭民生常任

委員会、認nS建設常任委録会

6月24日(月〉 議員長報告、

討議、採決、翻会

炉問い合わせ 市議会専事務愚

7月?臼l法事業所

統計調驚・結業統

計調震の日です。

調簸員え16岡下旬;こヨラ{奇い

しぎす。ご協力安お願いしま

!3 B律援哀言
滋い人からお王吾容を突で気経!とで

きる健康体操

砂日時 7丙 Tおから伝部霊長での

臣i腹開曜日午議刊日警から正午、会

擦芭午後 T詩30分から 3時30分

砂場所 市民{本湾鵡サブフフリーナ

炉建資 20名く多数の縫合は地選〉

が 費 用 七 000円

"， E担し込み・詩い合わせ ハヌブキ

!こ教察名、住所、氏名、年齢、性器、

電話番さきを明記し、 6月258C火-

!J)J，¥滋〉さまでにさえ孫子1684毅爾委員

会体湾諜会(85)1151へ

[発達替える講演会 j

bテーマ みんなで3変える統合傑

湾一家経，療湾、保湾の役~J-

...務師 主総鯵悦子氏()11村学癒女

子大学齢数授〉

砂包誇 61'弓25印〈火〉午前10時か

ら正午〈入場無料〉

炉主義務・問い合わせ 身体語審議

磁役センターままのの0141

J. S.バッ/¥会謡曲漂奏会

炉 8雲寺 6用23日く8)午後 38寺

砂場所我孫子栄光教会〈滋北駅

南巴下綴徒歩5分〉入場無料

惨劇自 カンタータ13守番、ヰ喜香

炉箔滋野村秀美

炉オルガン援ゆり

額
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6
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額
瀬

rn!芸会舘内)宮股-11:お
4:00 

:~8火|ぽ律相絞鳴鏑談窓総出欄綿服

Jl9水 irY潟録制概=湾民格設部G∞~関

2(Q木 '年金総出市民轍劉O:OO~15加
む)"1' i印縫漆符絞=つつじ廷竹.∞-12:00

b募霊祭講座 彫~~く木彫)， ;;!;;袋、

湾籍〈水彩〉、金コこの各議室経濯演

は市教育委第会[こ湾〉

診会媛 県立美徳舘〈守二塁壌市〉

砂費用 2，500角から8，000同
易関い合わせ県立美術語欝及言葉

80472(42)83官

民文化祭ぢば
擦映像祭作鍔

、も談ズア性ょう玉従来、をイメージし

だ絵像を喜怒祭

砂家事霊祭部門 フィルム、ピデエオ、ホ

口てアラツィー

b作昆内容 戸ラ守、ドキュメン

タリー¥ヌフニメ、コンピューターグ

ラフィツク、ミュージック

診察草案態簡 7Fミ 7 日~8 時3~ 日

快鰹い合わ士主 国民文化祭実行委

23@1叩糊総=テレホンサービス
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